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教育におけるコンピュータ

の活用に関する考察

中央教育審議会特別部会 2020年7月27日
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2自己紹介

中川哲（なかがわさとし）

●文部科学省 初等中等教育局 視学委員

（併）プログラミング教育戦略マネージャー
「未来の学びコンソーシアム」プロジェクト推進本部 本部長代理

（併）学びの先端技術活用推進室 参与

●元 外資IT企業 業務執行役員

●IT企業経営
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3今日のテーマ

個別最適化された学び－コンピュータとの関連でー

●各産業分野では，コンピュータを利用して，

–ユーザーを特定し，情報提供を行う

パーソナライズド（個人化）サービスが提供されてきた．

–膨大なデータをもとに，ユーザ個別ニーズを推論して，情報提供を行う

インディビジュアライズド（個別化）サービスが提供されている．

●教育分野での活用例...

–文房具としてのコンピュータ活用

–コンピュータサイエンス教育

–AIドリル等
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4背景：社会におけるコンピュータの進展（１）

デバイスの急速な増大

時間

世界総人口

2008

デ
バ
イ
ス
数

70億
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5背景：社会におけるコンピュータの進展（２）

加速するデータの増大
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6現状：ITが社会に浸透し，融合している

渋滞情報で起こりつつあるDIGITAL TRANSFORMATION (DX)
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VICS
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7地図アプリが渋滞情報を表示する仕組み

GOOGLE MAP HACKS BY SIMON WECKERT

地図アプリでナビをセットした大量のスマホをカートに乗せて，徒歩移動

https://www.youtube.com/watch?v=k5eL_al_m

7Q

https://www.youtube.com/watch?v=k5eL_al_m7Q
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8現状のまとめ

現代社会においては，

●たくさんのコンピュータが
インターネットに接続し，データを生み出している

●生み出されたデータがコンピュータにより処理され，
インターネットを通じてサービス提供されることで，

私たちの生活をより豊かなものにしている

●データが生み出され，活用される
仕組みを理解し，活用することが重要となってくる
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自動車における
コンピュータ（AI）活用例
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10大量のデータをコンピュータが処理し，判断する

2015年 AUTOPILOTリリースの衝撃

2016年試乗の様子

Autopilot機能を実感．
注) ハンドルから手は放したのは数秒

https://www.tesla.com/jp/autopilot

https://www.tesla.com/jp/autopilot
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11Autopilot≠自動運転機能．ドライバーの過信が事故を招く

出典 https://jidounten-lab.com/y-tesla-autonomous-

cars-accident
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12“運転支援”機能により，ドライバーは安全・快適にドライブ

例）ホンダ車が実装する運転支援機能(一部）

出典 https://www.honda.co.jp/hondasensing/
← 先般納車したマイカー
運転支援機能付き
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13現在のドライバーと車（運転支援機能）の関係

運転支援機能（LEVEL 2）が果たす役割

●コンピュータ（AI技術）は，ドライバーの運転を支援する

–車線を維持する支援

–車間距離を適切に保つ支援

●高度な判断は，ドライバーが行う （最終責任もドライバーが負う）

• 運転免許の取得には，合宿で1カ月
• 正しい自動車運転が存在
• 自動車産業は，こぞってAIに投資
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AIの特性を知る
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15表情を見分けるAIプログラム
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17学習させたデータ

Image SamplesImage Samples

悲しい顔笑顔
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右向きが多い左向きが多い

18学習させたデータの特徴

悲しい顔笑顔
Image SamplesImage Samples
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19データとAIの関係

AIの特徴

●人間がルールを全て決めなくても
自動的に学習する

●大量の学習データを集められないと
間違った判断をすることがある

●大量のデータがあっても，適切なデータを
与えないと適切でない結果を招く

⇒良さ

⇒限界



2020

EdTechの現状

教育における
コンピュータ（AI）の可能性
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21現在のドライバーと車（運転支援機能）の関係

運転支援機能（LEVEL 2）が果たす役割

●コンピュータ（AI技術）は，ドライバーの運転を支援する

–車線を維持する支援

–車間距離を適切に保つ支援

●高度な判断は，ドライバーが行う （最終責任もドライバーが負う）

• 運転免許の取得には，合宿で1カ月
• 正しい自動車運転が存在
• 自動車産業は，こぞってAIに投資
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22現在のコンピュータと教育の関係

コンピュータが果たす役割

●コンピュータ（AI技術）は，学習者（と教員）の学習活動を支援する

–学習内容を支援

–学習方法を支援

●（高度な）判断は，人（教員・学習者）が行う

• 小中高大で，16年間
• 正しい教育・学習は存在？
• 教育では，どこへどのくらいAIに投資？
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23考察すべきポイント

AIドリル等を活用する場合

1.学習方法や手順が確立している領域の特定

2.コンテンツの特性理解（教材研究）

3.発達段階毎の活用方法に関する研究

– 学習者にとって最適化されているかの判断

– 教員のモニタリング，介入方法の検討
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最後に

●学習者向け
（幼児～社会人）

–コンピュータの理解

–文房具としての
コンピュータ活用

–学習者用デジタル教科書

–オンラインコース
（MOOC）

–AIドリル

●教員向け

–指導者用デジタル教科書

–校務支援システム

教育におけるコンピュータ活用

学習者がAIドリルを用いた場合，
校務支援システムと連動した
教員のモニタリングシステムや
意思決定支援システムは？
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ご清聴ありがとうございました


